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美幌町図書館整備検討委員会 経過報告

２０２１．１０．２９
美幌町図書館

１．開催日時・内容

（１）第1回目

１）日 時 令和３年６月２４日（木）
１８時３０分～２０時

２）会 場 美幌町図書館視聴覚室
３）開 会
４）開 会 挨 拶 矢萩教育長
５）委嘱状交付
６）議 案

①委員自己紹介
②役員（委員長・副委員長）の選任について
③会議の趣旨及び今後のスケジュールについて
④基本構想設定に向けて
・美幌町図書館の現状と課題について
・図書館建設に関わる町民アンケートの結果について

７）閉 会

（２）第２回目

１）日 時 令和３年７月 ９日（金）
１８時３０分～２０時

２）会 場 美幌町町民会館 会議室７・８
３）開 会
４）開 会 挨 拶 矢萩教育長
５）議 案

①図書館整備検討委員会アドバイザーによる講話
②意見交換

６）講 話
講師 帯広大谷短期大学 副学長 吉田 真弓氏
演題 『現代の図書館の課題・情報の提供』

（別紙資料「美幌町図書館整備検討のために」を参照）
７）閉 会

（３）第３回目

９月に予定していた先進地図書館の視察は、緊急事態宣言下のため１０
月２７日に延期しました。
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(４）第４回目

１）日 時 令和３年１０月８日（金）
１８時３０分～２０時

２）会 場 美幌町町民会館 会議室７・８
３）開 会
４）開 会 挨 拶 矢萩教育長
５）議 案

①基本構想の策定に向けて
・基本構想（基本理念）を策定するまでの流れについて
・「幕別モデル」についての解説・・・吉田真弓アドバイザー
（別紙資料「美幌町図書館整備検討のために２」を参照）

②意見交換
③先進地図書館の視察について

６）閉 会

（５）第５回目

１）日 時 令和３年１０月２７日（水）
２）視 察 先 ①美瑛町図書館、②東川町「せんとぴゅあ」
３) 視 察 人数 検討委員６名、図書館職員３名
４）視察図書館の比較

美瑛町 東川町 美幌町

蔵書数 ７万冊 ６万冊 １５万冊

来館数 ５万人 １９万人 ５万５千人

貸出数 ８万３千冊 ６万冊 １５万冊

人 口 １万１千人 ８千人 １万９千人

２．今後のスケジュール

(1)第６回目
１）日 時 令和３年１１月２５日（木）(予定)
２）議 案

①視察報告
②基本構想に向けての交流、検討

(2)第７回目
１）日 時 令和４年 ２月１８日（金）
２）議 案

①基本構想の策定
②令和３年度のまとめ
③次年度の検討内容、進め方の確認
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３．検討委員会で交流し、話題になったこと

【図書館の現状】
○築４３年による施設設備の老朽化

・電気暖房、トイレ施設
・書架に冷房施設がない

○蔵書の増加
・当初５万冊、現在１５万冊
・年間、約５千冊増

○駐車場不足

【町民アンケートからの要望】
○居心地の良い図書館、安らげる空間
○個別に学習するスペース
○広い駐車場
○徒歩で行ける場所（街の中）
○高齢者、障がい者にやさしい施設
○北見市のような図書館
○カフェ等、飲食のできる施設

【小中学生のアンケートからの要望】
○ゆっくり本が読める場所、くつろげる空間
○勉強ができるスペース
○インターネットが気軽にできる環境
○高齢者、障がい者に優しい図書館

【吉田教授からのアドバイス】
○どんな建物ではなく、どんな機能を図書館にもたせるのか
○超高齢者社会に対応した図書館運営が必要
○町民の知識や技術を生かせる事業、システム、人的資源の活用
○図書館と町民の情報資源を結びつける機能
○遊べて楽しいホームページ
○有名建築家によるデザイン化された建物は課題が多い。
○四角い図書館が機能的である。
○図書館（館長、職員）が確固たるビジョンを示す。
○幅広くいろいろな人の意見を取り入れる。

【整備検討委員からの意見】
○人が集まる図書館、行きたいと思う図書館
○中学生、高校生が図書館で勉強したいと思える施設設備
○子どもたちの読書活動がとぎれない活動、事業の工夫
○子どもたちの第３の場所となる図書館（学校、家庭の次に）
○テレワークができるスペース
○社会人のスキルアップを支援する図書館
○町のコミュニティーとしての図書館、町の核となる図書館
○遊び心のある場所
○住民の活動を巻き込む図書館
○図書館に人を呼ぶ工夫、事業、施設、 PR 手段
○インターネットの活用、 SNS による情報発信、交流
○情報のデジタル化
○ホームページの充実
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美幌図書館整備検討委員会委員名簿

氏 名 所 属 委嘱年月日

1 中 川 能 典 第１号委員 （図書館協議会委員 ） Ｒ３ .６ .１
第 ２号委員兼 図書館と歩む会

2 横 山 直 樹 第１号委員 （図書館協議会委員 ） Ｒ３ .６ .１

3 宮 崎 奈津江 第１号委員 （図書館協議会委員 ） Ｒ３ .６ .１

4 山 田 綾 子 第１号委員 （図書館協議会委員 ） Ｒ３ .６ .１

5 種 田 郁 子 第１号委員 （図書館協議会委員 ） Ｒ３ .６ .１

6 飯 山 尚 子 第１号委員 （図書館協議会委員 ） Ｒ３ .６ .１

7 竹 内 昭 二 第１号委員 （図書館協議会委員 ） Ｒ３ .６ .１
第 ３号委員兼 学校図書館協議会会長

8 嵯峨井 容子 第２号委員 （図書館関係団体 ） Ｒ３ .６ .１
ブ ッ クスタートの会

9 下 山 紗 江 第２号委員 （図書館関係団体 Ｒ３ .６ .１
美幌出前お話の会がらがらどん

10 中 尾 和 代 第４号委員 （保育関係者 ） Ｒ３ .６ .１

11 熊 﨑 崇 朗 第５号委員 （公募 ） Ｒ３ .６ .１

12 山 中 勝 広 第５号委員 （公募 ） Ｒ３ .６ .１

～吉田真弓教授 プロフィール～

昭和27年 十勝 中札内村生まれ
昭和48年 北海道武蔵女子短期大学卒業
昭和48年 4月～平成25年 3月

・帯広市役所勤務のうち35年間は図書館に勤務
・平成7年からの10年間は図書館内で新図書館建設の担当
・平成18年４月～25年３月まで帯広市図書館長
・平成25年 4月～ 帯広大谷短期大学 副学長(地域連携推進担当)

<社会活動>
H23～ 北海道新聞帯広支社エッセー教室常任講師
H24～ 短歌結社「辛夷(こぶし)」代表
H25～ 帯広市市民文芸編集委員会 委員
H25～ とかちジュニア文芸編集 委員
H26～ 帯広市青少年連絡協議会 副委員長
H27～ 北海道立帯広美術館協議会 委員長
H30～ 北海道史編纂委員会 委員
R3～ 十勝毎日新聞「編集余録」執筆担当
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美幌町図書館整備検討委員会設置要綱 

 

 

（設置目的） 

第１条 美幌町図書館の整備に関し、総合的かつ計画的に推進するため、広く町民及

び関係者から意見を聴取し、検討・協議を行うことを目的に「美幌町図書館整

備検討委員会（以下「委員会」という。）」を設置するものとする。 

 

（所掌事項） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項について検討を行うものとする。 

（１）美幌町図書館整備基本構想策定に関すること。 

（２）美幌町図書館整備基本計画に関すること。 

（３）前２号に掲げるもののほか、図書館活動に係わる事項 

 

（組織） 

第３条 委員会は、次に挙げる者をもって組織するものとする。 

   （１）図書館協議会委員 

   （２）図書館関係団体 

   （３）学校関係者 

   （４）保育関係者 

   （５）公募による者 

２ 委員会の委員数は１６名以内とし、依頼及び委嘱については美幌町教育委    

員会が行うものとする。 

  ３ 委員会は専門的な事項を検討するために必要に応じて委員会にアドバイザー 

   を置くことができる。 

 

（委員長および副委員長） 

第４条 委員会には委員長及び副委員長を置くものとする。 

（１）委員長及び副委員長は各１名とし、委員の互選によるものとする。 

（２）委員長は、委員会の会務を総括するものとする。 

（３）副委員長は委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は、欠けたとき

は、会務の総括を代理するものとする。 

 

（任期） 

第５条 委員の任期は、委嘱の日から令和５年３月３１日までとする。 

 

（会議） 

第６条 委員会は、委員長が必要に応じ招集し、委員会の委員長となるものとする。 

２ 委員長は、特に必要があると認めるときは、会議に委員以外の者の出席を許

可し、説明又は意見を求めることができるものとする。 

（庶務） 
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第７条 委員会の庶務は、美幌町教育委員会図書館課において処理する。 

 

（その他） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に必要な事項については、その

都度、委員会に諮って定める。 

 

   附  則 

    この要綱は、令和 ３年４月 １日から施行する。 

 


